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昭和40年(12月末）昭和45年(12月末）昭和50年(12月末）
2,818人 2,328人 2,079人

2,937人 2,3屁人 2,141人
5,755人 4,673人 4,220人

1,259世帯 1, 181世帯 1,100世帯
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誕
生
お
め
で
と
う

中
居
谷
山
田
正
和
さ
ん
長
男

耕
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ち
ゃ
ん

協

生

．村
上
春
義
さ
ん
長
女
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•
明
美
ち
ゃ
ん

協
生
安
川
通
信
さ
ん
二
女

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

下
鹿
野
川
冨
永
盛
一
さ
ん
長
男

泰
成
ち
ゃ
ん

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

曽
根
マ
サ
コ
さ
ん
(60
オ）

崎
野
政
高
さ
ん(75
オ）

中
野
房
治
さ
ん(92
オ）

冨
永
カ
メ

ヨ
さ
ん
(86
オ）

あ
な
た
に
も

．は
じ
め
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る
さ
と
を
守
り
、
育
て

た
一

世

紀

の

感

動

ふ
る
さ
と

肱
川
。
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雪
国
へ
、
南
国
へ
、
歳
末
の
日
本
列
島

を
ふ
る
さ
と
列
車
が
か
け
め
ぐ
っ
た
。
そ

ふ
る
さ
と
の
正
月
。

な
っ
か
し

い
顔
と
初
め
て
み
る
顔
と
な
っ

か
し
い
風
景
に
囲
ま
れ
る
ひ
と
と
き
|
|
｀

み
ん
な
あ
り
ふ
れ
た
ふ
る
さ
と
の
情
緒

も
あ
れ
ば
、
も
っ
と
個
性
的
な
ふ
る
さ
と

の
顔
も
あ
る
。

明
治
、
大
正
、

を
み
る
と
ぎ
、

●
ご

昭

和

を

生

ぎ

る

お

ば

あ
、
、

ち
ゃ
ん
の
顔
ー
|
そ
の
一
本
一
本
の
し
ゎ

三
世
代
に
わ
た
っ
て
、
ず
ふ

し
て
一
九
七
六
年
。

（写真） 共栄

「
消
す
」

心し
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亀`

こ
と
よ
り
も

「出
さ
ぬ
」
注
意
を
。

（写真） 柳 浅野誠司ちゃん (10か月）卓磨さん長男
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謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
民
の
皆
様

に
も
ま
た
、
町
に
と
り
ま

し
て
も
よ
い
話
の
な
い
、

よ
り
ぎ
び
し
い
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
皆
様
の
ご
努

力
と
、
町
議
会
は
も
と
よ

り
町
の
各
機
関
、
町
内
各

種
公
共
団
体
な
ど
の
ご
指

導
と
ご
協
諧
、
ま
た
部
落

長
を
中
心
に
し
た
活
発
な

部
落
活
動
を
原
動
力
に
、

予
定
し
た
仕
事
を
順
調
に

進
め
る
こ
と
が
で
ぎ
、
い

さ
さ
か
な
り
と
も
住
民
福

祉
の
進
展
に
役
立
っ
た
こ

と
を

喜
び
ま
す
と
と
も

に
、
格
別
の
ご
支
援
を
厚

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
ひ
ぎ
つ
づ
き
、

町
行
財
政
の
基
閾
を
な
す

諸
条
件
に
明
る
い
見
と
お

し
が
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
反
面
、
世
相
が
ぎ
び

し
く
な
れ
ば
な
る
厄
ど
、

住
民
福
祉
に
直
結
す
る
自

治
体
の
責
務
は
重
く
な

り
、
新
し
い
対
策
が
求
め

ら
れ
る
で
し
よ
う
。

こ
れ
に
応
え
、
住
民
福

とて心極年こ諸を いなの一のの慣味仕に すら力効の民展祉
い‘か的もと事経いたい付丸本能にし事即ま °'なを果ごのさを
た年らな倍と業てずしと託と旨カダ‘のした い投的と衆せ．向
し頭お町旧なを新れて決になへをせ無在て‘ ' と入にを知る」こ
まの願政のり決年‘お意応つ．の開ず駄り発変 考し‘選をたさ-•一
すごいへごまめ度議りをえて使発 ．゚を方想化 えな町択結めせ
°あ申の協す公の会まあね住命し一除ををす てけのし集に‘

•いし参力が表方のすらば民に‘方ぎ点かる おれ行‘しは町
さあ加と‘す針審 た゚な各燃自職‘検え事・ りば財重‘‘を
つげを積本るや議 にら位え治員旧吟‘態 まな政点も町発

,99’’9 9 99 9 9● 9 9 9 99 9999, • --

元
旦
町
長

終
っ
て
の
懇
親
会
、
地
区
代
表

の
か
く
し
芸
も
出
て
楽
し
い
幕

切
れ
。

(12入
19)

〇
「
消
火
よ
り
防
火
を
」
、
消

防
団
員
一
八
四
名
出
動
、
各
戸

0
町
政
懇
談
会
（
協
生
、
共
栄

の
点
検
、
訓
練
実
施
。
大
谷
小
）

正`
山
集
会
所
。
活
発
に
意
見

の
街
頭
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
、
数
が
出
て
盛
会
。

(12ぶ
22)

〇
汗
生
集
会
所
落
成
。
酒
、
芸

年
つ
づ
い
て
実
施
、
学
校
と
社

と
も
に
勇
名
を
も
っ
て
な
る
部

会
の
直
結
の
一
例
。
永
井
文
相

落
。
深
夜
ま
で
に
ぎ
わ
う
？

い
か
ん
。
(12
}
1
防
火
デ
ー
）

〇
庁
舎
建
設
好
調
に
進
む
。
庁

(12ぶ
23)

舎
建
設
委
員
会
現
場
視
察
。

(12A
5
)
 

0
町
道
等
級
の
改
定
の
た
め
委

員
会
審
議
開
始
。

(12
ぶ竺）

0
本
年
の
「
く
り
」
一
千
外
、

0
I
I
皆
ん
な
で
明
る
い
お
正
月

三
億
円
余
と
想
定
。
く
り
生
産

を
11

を
合
言
葉
に
実
施
し
た
歳

流
通
検
討
会
。

(
1
2
A
5
)

ー

末
た
す
け
あ
い
運
動
の
募
金
は

0
人
権
を
守
ろ
う
。
作
文
、

書
二
九
万
二
、
四

0
0
円
。
各
施

道

コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
。
肱
川

設
の
め
ぐ
ま
れ
な
い
町
内
出
身

中
実
施
。

(12入
10
)

者
に
お
く
ら
れ
る
。

0
竹
林
経
営
の
見
な
お
し
の
気
ま
た
、

一共
同
募
金
は
一
九
万

運
高
ま
る
。
講
習
会
多
数
が
受
四
、
五
五
三
円
が
集
ま
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(12
ぶ
8
)

講。

(12
>
15
)

0
部
落
長
会
本
年
最
後
の
会、

IIむ
乞

ui
首
B

心コ`いい
9
濱
凍
ふ
？
’
た

1
1

い
年
が
ぎ
た
。

山
狭
の
静
か
な
緑
深
い
山
里
に
も
新
し

な
顔
が
あ
る
。

あ

長田トクノさん (96オ8か月）睦雄さん母

お
と
こ
お
み
な

る
二
十
一
世
紀
の
男
女
た
ち
の
さ
わ
や
か

い
文
化
を
、

次
代
に
伝
え
息
吹
こ
う
と
す

．•ー し‘

そ

し

て

先

輩

の

築

い

た

す

ば

ら

し

※ 明治12年の物価ー――

の
ド
ラ
マ
が
あ
る
。

さ つ

米10キロ

酒 1升

はがぎ

47銭

10銭

1銭

※ 昭和元年の物価—

米10キロ 3円16銭

酒（上）1.8蹂 2円7銭

牛肉（上）100籾 27銭

はがぎ 1銭 5厘

※ 昭和50年の物価—

米10キロ（中） 3,900円
酒(1級）1.8蹂1,050円

牛肉（上）100俎 400円

はがぎ 10円

藤
川
守
仲

職
員
一
同
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恒
例
の
長
寿
番
付
を
発
表
し

ま
す
。
横
綱
は
昨
年
と
同
じ
く

長
田
ト
ク
ノ
さ
ん
と
市
川
ナ
ヲ

ヨ
さ
ん
で
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男

七
十
一
オ
女
七
十
六
オ
の
世
界

一
の
長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
が

当
町
に
お
い
て
も
今
年
中
に
八

十
五
才
以
上
に
な
ら
れ
る
老
人

は
四
十
六
人
で
す
。

そ
の
内
訳
は
男
二
十
人
女
二

十
六
人
で
、
や
は
り
女
が
長
生

き
す
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま

す。
最
近
お
と
し
よ
り
の
生
き
甲

斐
を
高
め
る
た
め
、
花
の
六
十

代
、
花
の
七
十
代
と
い
う
言
葉

を
聞
ぎ
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
匠

ど
さ
わ
や
か
な
響
き
の
あ
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
今
年
も
お
元
気
で
世

の
た
め
、
人
の
た
め
、

家
の
た

め
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
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：いと獲日たでけ子夜ぎ のロヤト °初がくのたさもま月 09量喜屡忍 ： 

す使いい上 。で ・・

°用て°‘旧
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：あ咲たさ性昔いな‘鳥五十夕ど‘や‘せるりら山に→ ゜三つ‘

うぐででの 方月診人日こで日四ま誕で診まち血
° ‘ぎ有ー が末票あ検う健を十す生は断せは圧

は ；つい今んまかるどメや日ー l つ鳥猟ハんわ玉い猟は獲〗頭た神:藤 図［ニロ： ； 
健な効受受でをり診と康迎五 ゜日‘をん‘や 健 ： 

たたをはでら°のスヤま月はて獣犬‘./°いをよ友‘物獲け南ノ ン羹羞喜翠 ミ
°花語‘知自 狩ヤマで十一いはの夕ち も゚っ会猟を つん山ン栄 殺：羽：： ： 

康かで診 七送‘のい 診えオ今検県受 ゜全 心 周t！七がる鳥り然猟マパ‘五三る減性 lな← ろたツ友だ た‘かン
診 つす票 診 七りそ該う断ら‘年 診 のけ年＜臓 琴 ：十散と獣尽の がドト狩日0 °少能のみとうがか会い こーらもさ I 
断た ←゚ 人まれ当もをれ五度←指まに自病 ロク ”八っきのく鳥禁リ‘猟か人当の向増に話た‘ら＾ぶ と日渡雪 ・
を人指は れへしぞ者の受る十中を定し一分ば 断 ］オた‘絶しや止‘メ鳥ら‘町一上加いはこわ賞当獲がにつがん
受は 定‘ て四たれはでけ方五に実をよ 度で を ； °ょ昔えた獣 さイス獣二猟の途に‘ま尽とし品時つ あ連て降
け‘月三 い五が無‘すて々オ四施受うは気初 ： う話か西の れタキも月期ハを伴銃できがもをはた ら中きる
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家ん七整製なで たなえとれろジヽ 1イ経備 議る常在途は三 : 

喜言〗／鳳／r／『：気＇『置□［冒：言[『;;［［]
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男さいてあがてい大流落主つしょ順思庭 切る協にが自果でてと‘ずをととはる‘た゜たえすてしる体村し
のん°ゆる平でた谷をの義なてぃ序つ第 に°力な役分で話も°よれ出いはなこ畜改小°直るいて ゜験］こ｝：を i
四を く生凡協が地深念にがよ がてー し をつしらあし部影くるすけ‘いと産良さます考る町こし肱は'":" ! 
人亡 こ活な力‘区め仏なり＜地ふ、° た 求ていでるに落地話°とな個と°なをいずのえ゜にれた川よ tヽ t 

区
家く とを中し今自たなつが言 思る次 い め町 °や°話で道しそ全い人思肱どやな基には 協を者“< 9 

族し を望にては治いどてなゎとぅ。に こ れややヽる農し朝路合れ体 °主う 川好りが盤い 1 カ議がをわ : 
ッ長認む心い公会°大来くれな゜そ部 と ば団るヽ姿業た方にうにが私義°でぎ‘らをい し会一考か
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即i［罷長寿番付麦
昭和51年中に満85オ以上になるおとしより

（年令は昭和51年1月1日現在）

か
ぜ
の
季
節
で
す
。
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」

宮本新総務

東 西

地位1 部落 1 氏名 1生年月 日1鷹地位1 部落 1 氏名 1生年月日＼書
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i小9結共 ； 旦赤岩卜99 12.11.1296 i小9結 郷 且高橋ナヲヨ 12.12.2 6 久 14. 5.2394 下嵯峨 タメ 15.3.10 2 
16.9.1892 ツ子ヨ 18.1. 2 0 
18. 3.21 92 ノ、ノ 19.2.28 89 

広肱汗 夕 20.10. 488 大京広 怠造常 キサツホ21.4. 887 年令

前頭［ のI >弥［ ! 21. 5. 6 87前頭 21. 7.14 87 オ2 21. 9. 2 87 2 21. 11.12 87 0,..,., 
3 21. 11.15 87 3 22. 2.10 86 60,_, 
4 22. 3. 28 86 4 22. 5. 31 86 65,.....,, 
5 野 ト ノ22.8. 4 86 5 22. 8. 5 86 70,-..., 
6 サワヨ 22.8.15 86 6 22. 9. 3 86 75,_, 
7 之畦 ハル22.9. 26 86 7 22.12.17 86 80,_, 
8 大 和 キヌヨ 22.12. 31 86 s 22.12. 31 86 I ~合以」計： 

十両森＿浜田吉春23.2. 1 85十両大 屋敷高尾フクヨ 23.3. 1 85 

肱川町
長寿番付
町の老人階層表
(s.50.5.31調）

I人口 l対比
オ人％
59 I 3,377¥ 80.2 
64 I 2311 5.5 
69 I 2111 5.0 
4 I 1681 4.0 
9 I 1251 3.0 
4 I 651 1.5 
上 341 0.8 
計 4,211¥100.0 
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